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 要 旨   

背景：南アフリカにおいて慢性疾患は重大な問題であり、その治療成績は罹患率および死亡率の

低減に極めて重要である。南アフリカにおいては、高齢者のアルコール使用と慢性疾患の治療成

績に関するデータは限られている。アルコール使用と慢性疾患の治療成績との関連を理解するこ

とは、両者に対応するための潜在的な介入策を検討する上で有用である。 

 

方法：本研究は、INDEPTH コミュニティにおいて実施された縦断研究「Health and Ageing in 

Africa – a Longitudinal Study in an INDEPTH Community（HAALSI）」第 1 波のデータを分

析した横断研究である。記述統計を用いて、慢性疾患における最適な治療成績（HIV 感染者にお

けるウイルス量抑制、降圧薬治療者の正常血圧、糖尿病患者の正常血糖〔ユージグリセミア〕）の

有病率を算出し、修正ポアソン回帰を用いてアルコール使用と慢性疾患の治療成績との関連を検

討し aRR と 95％信頼区間（CI）を算出した。 

 

結果：解析対象者 5055 人（女性: 53.7%、60 歳以上: 51%）における飲酒習慣は、非飲酒者が

76.9%であった。最適な治療成績の有病率は、HIV 感染者ではウイルス量抑制が 87.4%、高血圧

患者では正常血圧が 42.7%、糖尿病患者ではユージグリセミアが 53.6%、多疾患併存患者では正

常パラメータが 52.4%であった。アルコール使用は、HIV（aRR = 1.00, 95%CI:  0.93–1.09）、

高血圧（aRR = 0.88, 95%CI: 0.68–1.14）、糖尿病（aRR = 0.73, 95%CI: 0.44–1.22）、多疾患併存

（aRR = 1.00, 95%CI: 0.93–1.09）であり、いずれの治療成績にも有意な関連を認めなかった。 

 

結論：アルコール使用が治療成績に有意な関連を示さなかったのは、アルコール使用の過小申告

が一因である可能性がある。今後は客観的なアルコール摂取量の測定とアルコール介入を慢性疾

患の診療に組み込む必要がある。さらに高血圧や糖尿病の管理については、HIV 管理で用いられ

ている戦略を採用するなど、管理体制の強化が急務である。  


